
観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和５年７月３１日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 

公益社団法人 石川県観光連盟 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

石川県全域 

所在地 石川県金沢市 

設立時期 平成元年６月１４日 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 ５０人（出向等３７人） 

代表者（トップ人

材：法人の取組に

ついて対外的に最

終的に責任を負う

者） 

※必ず記入するこ

と 

 

（氏名） 

庄田 正一 

（出身組織名） 

（株）金沢ニューグランドホテ

ル 

金沢市の㈱金沢ニューグランドホテル代表取締役社

長。平成２７年６月に石川県観光連盟の副理事長に

就任。金沢ホテル懇話会会長として、広域交通網を

活用した旅行商品の造成や欧米等からの海外誘客

に取り組むとともに、（一社）金沢市観光協会理事を

はじめ、日本ホテル協会、金沢商工会議所、北陸経

済連合会などの要職を歴任し、県の観光振興のけん

引役として活躍。 

総括責任者 

（氏名） 

山下 活博「専従」 

（出身組織名） 

石川県 

平成２８年４月から２年にわたり、石川県観光戦略推

進部観光企画課長として観光行政に従事。その際に

培った観光に対する深い見識や、多様な人的ネット

ワークを活かし、令和４年６月に石川県観光連盟の

副理事長兼専務理事に就任。 

事業推進の責任者 

（氏名） 

鈴木 繁浩 

（出身組織名） 

石川県 

県職員として、幅広い分野での経験を持ち、令和５年

４月に、観光に関する総合的な戦略の企画立案及び

推進を担う石川県観光戦略推進部観光企画課長に

就任。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チー

フ・マーケティン

グ・オフィサー 

※必ず記入するこ

と 

（氏名） 

米谷 慎吾「専従」 

（出身組織名） 

西日本旅客鉄道（株） 

ＪＲ金沢支社在籍時は、北陸三県への誘客や北陸Ｄ

Ｃを担当し、令和元年 12 月に金沢駅係長に就任。そ

の後、令和３年６月に石川県観光連盟の事務局長に

就任。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシャ

ル・オフィサー） 

（氏名） 

木村 孔明 

（出身組織名） 

石川県 

県職員として、企画調整業務や予算業務を経験し

た後、令和５年４月に石川県観光戦略推進部観光

企画課へ異動し、同年４月に石川県観光連盟の事

務局次長に就任。 
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※必ず記入するこ

と 

 

旅行商品企画・造

成部門の責任者

（専門人材） 

（氏名） 

平井 愛子「専従」 

（出身組織名） 

（株）日本旅行 

（株）日本旅行入社後、国内仕入・誘客推進チーム、

ツーリズム事業本部国内旅行事業部において、旅行

商品企画・造成に従事。令和５年４月に石川県観光

連盟の「旅行商品企画マネージャー」に就任。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

 

・石川県観光戦略推進部（観光施策の推進、財政支援、人的支援等） 

・ 〃 企画振興部（地域づくり、新幹線・空港利活用、二次交通対策） 

・ 〃 県民文化スポーツ部（文化観光及びスポーツ振興） 

・ 〃 健康福祉部（施設衛生管理） 

・ 〃 生活環境部（里山利活用） 

・ 〃 商工労働部（クルーズ船誘致、伝統工芸利活用、人材確保） 

・ 〃 農林水産部（里山振興、特産品開発・ＰＲ、森林保全・利活用） 

・ 〃 土木部（兼六園管理、道路標識・サイクリングルート等整備、景観対策） 

・ 〃 教育委員会（文化観光） 

・石川県内各市町観光担当部局（観光資源の掘り起こし等） 

連携する事業者名

及び役割 
【観光事業者・関係団体】（観光資源の掘り起こしと磨き上げ、ＰＲ等） 

・県内市町観光協会・物産協会、県内各温泉旅館協同組合、加賀地域連携推進会議

（オール加賀会議）、金沢ホテル懇話会、(一社)能登半島広域観光協会、石川県旅

館ホテル生活衛生同業組合、(一社)日本旅行業協会(JATA)中部支部石川地区、(一

社)全国旅行業協会(ANTA)石川県支部、ほっと石川観光ボランティアガイド連絡協議

会、(一社)石川県物産協会、加賀温泉郷協議会 等 

 

【交通事業者・関係団体】（県内への送客、観光列車運行、二次交通の充実等） 

・日本航空（株）、全日本空輸（株）、西日本旅客鉄道(株)、東日本旅客鉄道（株）、中

日本高速道路(株)、ＩＲいしかわ鉄道（株）、のと鉄道（株）、北陸鉄道（株）、（公社）石

川県バス協会、（一社）石川県タクシー協会 等 

 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

（該当する要件）① 

（概要） 

・石川県観光連盟は公益社団法人であり、法人としての重要な事案については「一般

社団法人及び一般財団法人に関する法律」に基づく、総会（年１回）及び理事会（年３

回程度）において意思決定を行っている。 

・会員には、県や市町、観光団体、民間事業者等地域の多様な関係者を有し、さら

に、能登、金沢・白山、加賀の各地域ごとに地域委員会（年１回）を設けて、地域の意

見を集約するとともに、事業推進委員会（年１回）を設けて、行政や観光関連団体

等、業界の意見を集約している。 

・これらの委員会での意見を運営企画委員会（年１回）で集約し、それを踏まえ、理事

会や総会において、法人としての意志決定を行っており、地域、業界の意見が本連

盟の意思決定に関わる仕組みが機能している。 

 

事業推進委員会…年１回開催。業界の意見を集約する機関 

地域委員会   …年１回開催。各地域（能登、金沢・白山、加賀）ごとに地域 

の意見を集約する機関 

運営企画委員会…年１回開催。事業推進委員会及び地域委員会の意見を集 

約する機関 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

一人ひとりが 「おもてなし」の心を持ち、本県が「おもてなし」の心に満ち溢れた魅力

の高い観光地となるよう、平成２２年度から地域住民向けに県内各地の公民館等で

「おもてなし」について考えるきっかけづくりとして「おもてなし講座」（参加無料）を開催

している。 

法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

＜観光振興事業＞ 

・ 情報発信 

 総合パンフレット｢ほっと石川まるごと観光マップ」の作成・配布、 

県観光情報ホームページ「ほっと石川旅ねっと」の運営 

・ 旅行会社に対する旅行商品造成へのアプローチ 

 市町等が発掘した観光素材を磨き上げる「いしかわ旅行商品プロモーション 

会議」の開催 

・ 観光案内所の運営 

・ 宿泊施設等にアンケートはがきを設置し、観光客の意見を関係者で共有し 

て改善につなげる取組の実施 

・ 観光物産展への出展 

・ 次代を担う人材を育成する「いしかわ観光創造塾」の開催 

 

＜観光キャンペーン事業＞ 

・ 情報発信 

大手旅行予約サイトやインターネット広告を活用したＰＲ 

・ 東日本（首都圏・東北等）からの誘客促進 

 鉄道事業者、グループ旅行会社と連携した誘客キャンペーン 

・ 西日本（関西圏・中京圏等）からの誘客促進 

 鉄道事業者、グループ旅行会社及び JAF と連携した誘客キャンペーン 

・ ＪＲタイアップ北陸三県共同による広域キャンペーン 

「日本の美は、北陸にあり。」キャンペーン（4 月～11 月）や「ジャパニーズ 

ビューティ北陸キャンペーン」（12 月～3 月）の展開 

・ 県内各地の観光魅力アップ事業 

各地域でのイベント開催支援 

 

＜海外誘客促進事業＞ 

・ 情報発信 

海外メディアの招聘、多言語パンフレットの作成・配布、メルマガ配信 

・ 海外ＭＩＣＥの誘致促進 

 東京都と連携した欧州最大規模のＭＩＣＥ見本市への出展、誘致に影響力の 

あるキーパーソンの招聘 

・ 富裕層の誘客 

 京都市等と連携した富裕層見本市への出展等 

・ メディアと連携した魅力発信 

・ 外国人旅行者のニーズに対応した観光素材の磨き上げ 

 

【定量的な評価】 

 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

決算額（千円） 467,079 370,305 428,735 545,396 

会員数（団体） 191 188 182 183 
 



様式１ 

3 
 

実施体制 

※地域の関係者と

の連携体制及び地

域における合意形

成の仕組みが分か

る図表等を必ず記

入すること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

県や市町、観光団体、民間事業者等地域の多様な関係者を会員とした (公社)

石川県観光連盟が中心となり、関係者の意見を集約・反映させながら、官民一

体となって石川県の観光振興に取り組む。 

 

【実施体制図】 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

１１市８町からなる計１９市町 

県庁所在地：金沢市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
観光客 

県・市 事業者 県民 

事業推進委員会 
（業界意見集約機関） 
宿泊・交通・観光団

体・物販・ＮＰＯなど 

能登地域委員会 
金沢・白山地域委員会 

加賀地域委員会 
（地域意見集約機関） 

事務局 
（事業実施機関） 

地域連携ＤＭＯ：（公社）石川県観光連盟 

総 会・理事会（最終意志決定機関） 

運営企画委員会 
（全体意見集約機関） 

情報提供など 

地域ＤＭＯ 

本県ならではの魅力の提供 
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【区域設定の考え方】 

石川県は大きく分けて、能登・金沢・白山・加賀の４地域に分類され、各地域がそれぞれ異なった

観光資源を有しており、これらを有機的につなげてＰＲすることにより、魅力的な観光地として発信

できるとの考えから、本県全体を対象区域とした。 

 

【観光客の実態等】 

令和４年の石川県全体の観光入り込み客数については、県民旅行割や全国旅行支援といった需要喚

起策の実施等により、１,８２５万３千人、前年比で４８.３％の増となり、コロナ前の令和元年比で

は７３.３％まで回復した。 

 また、発地別では、県内からが、前年比５２.２％の増、県外からは、前年比４５.１％の増となっ

た。 

地域別の観光入り込み客数については、金沢地域で前年比６６.５％の増、加賀地域で前年比４４.

４％の増、白山地域で前年比３.１％の増、能登地域で前年比３５.５％の増となった。  

また、外国人の宿泊者数については、新型コロナウイルスの水際対策が昨年１０月に緩和されたこ

とから、トータルでは、７万５千人泊と、昨年から８倍強に増加したが、コロナ前の令和元年比では

１割未満の水準となった。 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

＜能登地域＞ 

先進国で初めて世界農業遺産に認定された「能登の里山里海」に代表される豊かな自然はもとよ

り、和倉温泉や輪島温泉郷、食材から食器まで能登産にこだわったご当地グルメ「能登丼」に加え、

輪島塗等の伝統工芸、ユネスコの無形文化遺産である「奥能登のあえのこと」、「青柏祭の曳山行事」、

「能登のアマメハギ」や日本遺産の「キリコ祭り」に代表される祭り等、伝統文化が色濃く残り、日

本の原風景とも言える地域となっている。 

 

＜金沢地域＞ 

日本三名園の一つである「兼六園」や加賀百万石文化の象徴である「金沢城公園」をはじめ、その

周辺に広がる武家屋敷跡、茶屋街、寺院群等の歴史的な町並み、本県の食文化の代表格である「加賀

料理」など、藩政期から受け継がれる歴史や文化が数多く残る一方で、現代アートの美術館である

「金沢２１世紀美術館」やおもてなしの心を表した「金沢駅もてなしドーム」等、進取の気性に富ん

だ施設もあり、伝統と新しさが共存した魅力的な地域となっている。 

 

＜白山地域＞ 

日本三名山の一つである霊峰「白山」を中心として豊かな自然が特徴の地域であり、また、全国三

千余社の白山神社の総本宮である「白山比咩神社」、大自然の景観が楽しめる「白山白川郷ホワイトロ

ード」や白山温泉郷、山の幸をふんだんに用いたご当地グルメ「白山百膳」等、白山の恵みがもたら

す様々な魅力を感じられる地域となっている。さらには、令和５年５月に白山手取川ジオパークがユ

ネスコ世界ジオパークに認定され、世界に発信される魅力が増している。 

 

＜加賀地域＞ 

日本有数の温泉が集積した加賀温泉郷、渓谷美が堪能できる「鶴仙渓」や県内屈指の紅葉の名所で

ある「那谷寺」、「九谷焼」や「山中漆器」に代表される伝統工芸、さらには日本遺産に認定された

「北前船寄港地・船主集落」や「石の文化」、建機メーカー大手の㈱小松製作所やバス製造大手のジェ

イ・バス㈱等のものづくり企業の集積を活かした産業観光等、多様な観光資源を有する地域となって

いる。 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】(R4.10 時点) 

 ホテル 154 軒・収容人員 31,185 人、旅館 221 軒・収容人員 26,019 人ほか民宿等をあわせ県内では

宿泊施設 928 軒・収容人員 68,976 人を有している。 
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地域別に見ると、能登地域では 317 軒・収容人員 17,679 人、金沢地域では 421 軒・収容人員

30,061 人、白山地域では 58 軒・収容人員 2,585 人、加賀地域では 132 軒・収容人員 18,651 人となっ

ており、県内各地域で一定の施設数及び収容人員を確保しているところである。 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

（１）陸路 

・鉄路については、平成２７年３月の北陸新幹線金沢開業により、三大都市圏全てと約２時間半で結

ばれるようになり、利便性が大幅に向上している。また、道路については、新幹線開業に合わせて開

通した能登地域と三大都市圏を結ぶ「能越自動車道七尾氷見道路」、県内を横断する北陸自動車道等の

高規格幹線道路が充実していることに加え、平成２７年度より料金が半額となった本県と岐阜県を結

ぶ山岳観光道路である「白山白川郷ホワイトロード」も整備されている。 

・域内交通については、鉄路については、ＪＲ（北陸本線・七尾線）、ＩＲいしかわ鉄道、のと鉄道、

北陸鉄道の各鉄道網が整備されている。道路については、平成２５年３月末に無料化された金沢と能

登を結ぶ「のと里山海道」等、南北に長い県土の一体化（時間距離短縮）を図る道路網が充実してい

る。 

 

（２）空路 

・小松空港については、国土交通省が認定する「訪日誘客支援空港」の一つに位置づけられており、

国内定期路線４路線（羽田、札幌、福岡、那覇）に加え、国際定期路線が３路線（台北、上海、ソウ

ル）就航している。また、のと里山空港については、羽田便に加え、台北からのチャーター便が運航

されており、国内外から幅広く集客できる環境が整備されている。 

 

（３）海路 

・金沢港は、国土交通省が指定する「日本海側拠点港（外航クルーズ）」の一つに位置づけられてお

り、令和２年４月には、金沢港の新たな賑わいの拠点として「金沢港クルーズターミナル」がオープ

ンした。 

 

【外国人観光客への対応】 

令和４年１０月の新型コロナウイルスの水際対策の大幅緩和以降、インバウンドは欧米豪を中心に

順調に回復し、JNTO の訪日外客数（2023 年 6 月推計値）では、令和元年同月比で 70％を超えている

状況である。今後、北陸新幹線の県内全線開業や大阪・関西万博などの開催も見据え、これまで同

様、本県の認知度の向上、戦略的な誘客の促進、受入環境の充実を柱として、施策を展開することと

している。 

認知度の向上では、アジアや欧米豪をターゲットに、ＳＮＳや現地メディアを活用した観光魅力の

発信やメディアの招へいなど、デジタルデータ等を活用しながら本県観光魅力を戦略的に発信するこ

ととしている。 

また、戦略的な誘客の促進では、北陸新幹線沿線自治体等と連携して「新たなゴールデンルート」

の定着を図るためのプロモーションを展開するほか、報奨旅行や教育旅行の誘致など、各国・地域の

ニーズに応じた誘客の取り組みに加え、国内ランドオペレーターの招へいを通じた高付加価値旅行者

の誘客、欧米豪各国へのレップの配置、海外旅行会社の招へいなども行う。 

さらに、受入環境の充実として、県内の観光事業者の意識の啓発を行うためのセミナーの開催のほ

か、受け地の更なる魅力づくりのため、外国人向け観光素材の磨き上げに意欲のある観光事業者を対

象とし、観光素材の造成・販売のための専門家の派遣、旅行会社の招へいなどを行う。 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

観光入込客数 最も基本的な観光振興の指標とする

ため 

宿泊施設や観光施設等を対象とした

毎月のアンケート調査 

観光動態調査 観光客の属性（年齢・性別、消費額、

利用交通機関等）を把握するため 

県内各エリアにおける主要観光地で

の定期的なアンケート調査 

外国人観光動態調査 外国人旅行者の旅行実態（来県目

的、きっかけ、要改善点等）を把握

し、海外誘客強化につなげるため 

外国人が多い主要観光地での定期

的なアンケート調査 

「お客様の声」調査 観光客の満足度、改善すべき点など

を把握し、具体の改善につなげるとと

もに、魅力ある旅行商品造成につな

げるため 

県内の宿泊・観光施設等約３００カ所

に設置したアンケートはがきや WEB

サイトでのアンケート調査 

WEB サイトのアクセス状況 訪問者の傾向分析（関心の高いコン

テンツの把握等）を通して、効果的な

施策立案に活用するため 

石川県観光情報ホームページである

「ほっと石川旅ねっと」へのアクセス

情報 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
令和６年春に予定されている「北陸新幹線県内全線開業」は、「第二の開業」であり、単なる交通手

段の一延伸に止まらず、南加賀地域をはじめとする石川県の隠された素晴らしい魅力を全国に改めて

発信し、より一層の人を呼び込み、県内全域の振興を図る絶好の機会と捉えている。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

 

○伝統と創造に育まれた質の高い文化の土壌 

○充実した陸・海・空の交流基盤 

・北陸新幹線、小松空港、のと里山空港、金沢港等 

・「ダブルラダー輝きの美知」構想に基づく幹線道路網 

○豊かな観光資源（地域資源） 

・日本三名園の一つ「兼六園」、世界農業遺産「能登の

里山里海」、日本三名山の一つ霊峰「白山」等 

・ユネスコの無形文化遺産や日本遺産に認定された県

内各地の有形無形の文化財や加賀百万石時代から培

われた風土（伝統工芸、伝統芸能、食文化など） 

・ブランド農林水産物 

弱み（Weaknesses） 

 

○冬期の観光客数の落ち込み 

○二次交通の不足 

○観光産業における人手不足 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

 

○北陸新幹線県内全線開業 

○国民文化祭「いしかわ百万石文化祭 2023」の開催 

脅威（Threat） 

 

○地域間競争の激化 

○人口減に伴う国内旅行者の減少 

○コロナ禍での旅行ニーズの多様化 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

三大都市圏（首都圏・関西圏・中京圏）及び東北エリアの中高年層 

○選定の理由 

・首都圏、関西圏、中京圏の三大都市圏（※）からの観光入り込み客数については、H27 の北陸新幹

線の金沢開業以降（新型コロナウイルスが感染拡大した R2以降除く）、「統計からみた石川県の観

光」（石川県作成）によると、年間約９００万人前後となっており、全体の３割を超えるシェアを

有することから、三大都市圏を重点ターゲットとして設定している。 
※首都圏：東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、栃木県、茨城県、群馬県 

 関西圏：大阪府、京都府、兵庫県、和歌山県、奈良県、滋賀県 

 中京圏：愛知県、岐阜県、静岡県、三重県 

・また、北陸新幹線金沢開業（H27.3）により、仙台や福島からの時間距離が５時間から３時間半に

短縮されたことで、東北からの入り込みがコロナ前の令和元年は平成２６年と比較して約 1.7 倍と

大幅に伸びていることから、東北エリアを重点ターゲットとして位置づけている。 

・特に、年齢層については、本県の観光魅力の大きな要素である歴史や伝統文化といった「本物の魅

力」を理解し、魅力として感じやすい中高年齢層をメインターゲットとする。 

  

○取組方針 

①新たな魅力づくりと満足度向上による石川ファンの拡大 

・「文化観光の推進」 

  「文化の担い手」と「観光事業者」が連携して実施する、本県の文化資源を活用した、高付加価

値な文化観光コンテンツ造成の取組を支援することで、本県ならでは文化観光の魅力向上及び誘客

拡大に繋げる。 

・「旅行ニーズの多様化に対応した観光魅力の発掘・磨き上げ、旅行商品化の促進」 

「いしかわ旅行商品プロモーション会議」の開催等を通じ、観光客の旅行ニーズに対応した本県な

らではの体験観光プログラムや周遊型旅行の開発・商品化を促進する。 

・「観光地の活性化とまちづくりの推進」 

県内それぞれの地域が一体となった魅力的な観光素材づくりや誘客イベントの開催等、受け地の

観光魅力づくりを推進する。 

②石川ファンの拡大を図るためのおもてなしの向上 

・「事業者・県民のおもてなし向上」 

観光関連事業者や県民が「おもてなし」の心を持って観光客を迎えるため、研修会を開催し、ス

キルや意識の向上を図る。また、観光客からの意見をおもてなしの向上に繋げる取り組みを通じ、

満足度向上を図るとともに、旅行者ニーズを分析し新たな観光サービスの提供に活用する。 

・「観光案内所等の機能・サービスの充実」 

観光客のニーズに応じた観光案内機能やサービスを充実させ、利便性の向上に努める。 

③石川ならではの魅力の発信 

・「効果的な情報発信」 

北陸新幹線県内全線開業を見据え、人流や SNS などのデータ分析によるデジタルマーケティング

を活用し、ターゲットに応じた効果的なメディア媒体による情報発信を行う。 

・「旅行ニーズの多様化に対応したきめ細やかな情報発信」 

総合パンフレット「ほっと石川まるごと観光マップ」や観光情報ホームページ「ほっと石川旅ね

っと」、大手旅行予約サイトやＳＮＳを活用し、本県の観光魅力を発信する。また、初日訪問者向

けガイドブック「ちょっと石川」、リピーター向けガイドブック「もっと石川」により、観光客の

ニーズや嗜好に応じた効果的な情報発信を図る。 

④観光振興を担う人材の育成 

本県の観光産業を将来にわたって活力ある基幹産業として飛躍・発展させるため、「いしかわ観光

創造塾」の開催を通じ、地域の新たな観光ビジネスを創出できる「企画力」や「実行力」を備えた人

材を育成する。 
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○ターゲット層  

東アジア、東南アジア、欧米豪 

○選定の理由 

・令和４年１０月の新型コロナウイルスの水際対策の大幅緩和以降、インバウンドは欧米豪を中心に順調

に回復し、JNTO の訪日外客数（2023 年 6 月推計値）では、令和元年同月比で 70％を超えている状況

である。 

・国としても、令和５年３月に「観光立国推進基本計画」を策定し、大阪・関西万博が開催される２０２５年

に訪日旅行者数をコロナ前の水準を超えるまでに回復させるとともに、高付加価値な旅行の推進などに

よる消費額の拡大や、地方での滞在日数の増加といった目標を掲げている。 

・石川県においても、北陸新幹線の県内全線開業や大阪・関西万博などの開催も見据え、日本への旅行

需要を最大限取り込むため、上記のとおり訪日意欲が高く、本県の外国人延べ宿泊者数調査において

もこれまで順調に推移してきた市場（※新型コロナ感染拡大前）をターゲット層（重点市場）とする。 

①本県の入り込みの中枢を担ってきた（全体の５割）東アジア：台湾、香港、中国、韓国 

②今後の訪日旅行市場の拡大が期待できる東南アジア：タイ、シンガポールなど 

③本県が有する歴史的文化的な観光資源への関心が高い欧米豪：英・仏・米・豪など 

 

○取組方針 

①北陸新幹線県内全線開業と大阪・関西万博を見据えた本県の認知度向上 

・「海外に向けた積極的なＰＲ」 

SNS や国内外のメディアを通じた情報発信を通じ、本県の更なる認知度向上を図る。 

・「多言語情報発信ツールの充実」 

多言語によるホームページ・パンフレットの充実や、映像コンテンツ等の効果的な活用を図り、本県の観

光魅力を発信する。 

②北陸新幹線県内全線開業と大阪・関西万博を活かした誘客の促進 

・「年間を通じた誘客の底上げ」 

北陸新幹線を利用した「新たなゴールデンルート」の定着を図るとともに、ＪＲ等が販売する北陸への広

域周遊パスを活用したアジアからの個人客の誘致、国内ランドオペレーター等を活用した高付加価値旅

行者の誘客を図る。 

・「誘客時期の分散」（冬場の閑散期対策） 

信州を訪れるオーストラリアからのアフタースキー観光の需要の取り込みを図るとともに、１２月に学校

休暇と社会人の有給休暇取得時期が重なり、海外旅行のピークを迎える東南アジアからの誘客強化を

図る。 

・「誘客地域の分散」 

海外の旅行会社に対する加賀や能登のＰＲ強化を図るとともに、海外メディアの積極的な活用を図るほ

か、二次交通の代替手段としてレンタカーの活用を促す。 

③外国人受け入れ環境の充実 

  ・「観光コンテンツの充実」 

   外国人の多様なニーズに対応する観光コンテンツの造成・充実を図るとともに、市場に応じた情報発信

体制整備を支援し、外国人旅行者の誘客拡大（消費拡大・長期滞在）と県内周遊の促進を図る。 

・「外国人受入環境の充実」 

観光事業者に対するインバウンドセミナーや研究会などの開催を通し、公衆無線ＬＡＮの整備やキャッシ

ュレス決済の導入、飲食店における多言語メニューの普及、免税店登録、観光案内所の拡充など、外国

人の受入環境の充実を図る。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト ほっと石川 

②コンセプトの考え方 観光の原点は、地域の美しい景観や食、おもてなしの心等、その地域の住 

民が誇りとする「光（観光資源）」によって観光客をもてなし、感動を与え

ることにある。 

南北に長く日本海に突き出た能登半島を有する本県には、風光明媚な海岸 

線に加え、日本三名山の一つ霊峰「白山」、「能登の里山里海」に代表される

豊かな自然、新鮮な山や海の幸、湯量豊富な温泉、長年にわたって育まれた

伝統文化や質の高い芸術に触れられる施設の集積、心温まる人々のおもてな

し等、住む人が誇りとする「光」が多くあり、本物や体験、癒しを求める近

年の観光客のニーズにも合致しているとともに、本県の優位性・独自性とな

っている。 

コンセプトである「ほっと石川」のキャッチフレーズには、石川の活力と 

熱い気持ち、温泉の暖かさ、温もりある出会いとおもてなしの心、ほっとす

るひととき、くつろぎとやすらぎの石川といったメッセージが込められてお

り、県民生活との調和を図りつつ、石川ならではの個性を活かした質の高い

観光地づくりを進め、観光客の満足度を高めることにより、石川に愛着を持

ち、繰り返し訪れる「石川ファン」の拡大を目指す。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

理事会・各種委員会 

観光関係事業者を中心に多くの関係者が会員として参画している法人

であるとともに、意思決定機関である理事会（年３回程度）について、行政

や観光団体、旅行会社、宿泊、交通、物産等多様な関係者で構成されて

いる。 

さらに、観光関係事業者が参画する事業推進委員会（年１回）や県内３

地域で行う地域委員会（年１回）等で定期的に情報交換することで、多様

な関係者との戦略の共有及びそれらの有機的な連携を図っている。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

平成２６年１１月に開始した、観光客の意見を収集する調査事業を引き

続き実施し、観光客からの改善を求める意見については、対象施設に伝

え、改善を求めるとともに、対応についてもあわせて報告していただくこと

で実効力を担保する。加えて、いただいた意見全体とその対応策も含めて

定期的に観光関係団体と共有し、県全体のおもてなし力の向上を図る。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

県内各観光関係団体から観光情報を集約し、総合的な観光情報発信

サイト「ほっと石川旅ねっと」において、個人や団体等の旅行者ニーズに合

わせてきめ細かく対応しているほか、県内外でのイベント等を活用しなが

ら、一元的にプロモーションを行っている。 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

2016 年 3 月に県が策定した「ほっと石川観光プラン 2016」において、2025 年を目標年次とした各種数値

の目標値を設定しており、同目標数値等を踏まえ、必須ＫＰＩを設定した。 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

「ほっと石川観光プラン 2016」の目標数値：3,929 億円（目標年次：2025 年）を達成するために必要な増加

率をもとに設定。 

●延べ宿泊者数 

「ほっと石川観光プラン 2016」の観光入り込み客数（全国）目標数値：3,000 万人（目標年次：2025 年）に対

して、過去実績より宿泊者数は入り込み全体の３割程度であることを踏まえ、宿泊者数の目標数値を 1,000

万人（目標年次：同上）と設定し、それを達成するために必要な増加率をもとに設定。 

●来訪者満足度 

県観光連盟実施の「お客様の声を活かすおもてなし向上事業」（県内の観光施設等約３００箇所にアンケ

ートハガキを設置して、観光客からの意見を収集）における観光客の満足度に関する５段階評価のうち、上

位２つの「満足」及び「やや満足」の合計値を採用。2016 年が８４.６%と高い評価を頂いているため、この水準

を維持することを目標とし、８５.０%を今後の目標値として設定。 

●リピーター率 

「石川県観光動態調査」において、石川県への来訪回数が「２回目」以上と回答した観光客の割合を採用。毎

年１ポイントの増加を目標として設定。 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（億万円） 

目

標 

3,454  3,544  3,636  3,731 3,829  3,929  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

1,741 1,560  
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（万人） 

目

標 

937 949   962   974 987   1,000  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

456 386  
   

（ ） （ ） （ ） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

86.6 90.1 91.1 
   

（ ） （ ） （ ） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

76.2 77.2 78.2 79.2 80.2 81.2 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

69.8 74.7  
   

（ ） （ ） （ ） 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

「ほっと石川観光プラン 2016」において目標数値（目標年次：2025 年）を設定している項目について、その

他の目標として設定した。 

【設定にあたっての考え方】 

●観光入り込み客数 

「ほっと石川観光プラン 2016」の目標数値：3,000 万人（目標年次：2025 年）を達成するために必要な増加

率をもとに設定。 

●三大都市圏観光入り込み客数 

「ほっと石川観光プラン 2016」の目標数値：1,300 万人（目標年次：2025 年）を達成するために必要な増加

率をもとに設定。 

（参考）三大都市圏とは、下記都市圏の都道府県を指す。 

 首都圏：東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、栃木県、茨城県、群馬県 

 関西圏：大阪府、京都府、兵庫県、和歌山県、奈良県、滋賀県 

 中京圏：愛知県、岐阜県、静岡県、三重県 

●首都圏観光入り込み客数 

「ほっと石川観光プラン 2016」の目標数値：700 万人（目標年次：2025 年）を達成するために必要な増加

率をもとに設定。 

●外国人宿泊者数 

「ほっと石川観光プラン 2016」の目標数値：100 万人（目標年次：2025 年）を達成するために必要な増加率をも

とに設定。 

 

 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●観光入り込み客数 

（万人） 

目

標 

2,810 2,847 2,885 2,923 2,961 3,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

1,325 1,231 1,825    

（ ） （ ） （ ） 

●三大都市圏観光

入り込み客数 

（万人） 

目

標 

1,061 1,105 1,150 1,198  1,248  1,300  

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

467 430 606 
   

（ ） （ ） （ ） 

●首都圏観光入り

込み客数 

（万人） 

目

標 

532 562 594 627   663   700   

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

216 197 293 
   

（ ） （ ） （ ） 

●外国人宿泊者数 

（万人） 

目

標 

73 78 83 88 94 100 

（73） （78） （83） （88） （94） （100） 

実

績 

10 0.8 7.5 
   

（10）  (0.8） （7.5） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 
483,988,095 円 特定資産運用益            160,000,000 円 

受取会費                   7,129,500 円 
事業収益                    143,177,547 円 
受取補助金            141,178,430 円 
受取負担金             30,303,170 円 
雑収益等                      2,199,448 円 

2021（Ｒ３） 

年度 
505,459,384 円 特定資産運用益            160,000,000 円 

受取会費                   7,077,000 円 
事業収益                    143,584,603 円 
受取補助金            162,129,461 円 
受取負担金             30,847,100 円 
雑収益等                 1,821,220 円 

2022（Ｒ４） 

年度 
574,338,046 円 特定資産運用益            159,809,643 円 

受取会費                  15,896,500 円 
事業収益                    147,832,125 円 
受取補助金            200,368,913 円 
受取負担金             47,593,100 円 
雑収益等                      2,837,765 円 

2023（Ｒ５） 

年度 
625,572,000 円 特定資産運用益            239,647,000 円 

受取会費                  16,054,000 円 
事業収益                    152,666,000 円 
受取補助金            172,741,000 円 
受取負担金             42,791,000 円 
雑収益等                      1,673,000 円 

2024（Ｒ６） 

年度 
625,572,000 円 特定資産運用益            239,647,000 円 

受取会費                  16,054,000 円 
事業収益                    152,666,000 円 
受取補助金            172,741,000 円 
受取負担金             42,791,000 円 
雑収益等                      1,673,000 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

625,572,000 円 特定資産運用益            239,647,000 円 
受取会費                  16,054,000 円 
事業収益                    152,666,000 円 
受取補助金            172,741,000 円 
受取負担金             42,791,000 円 
雑収益等                      1,673,000 円 

 
（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２） 

年度 
370,305,331 円 

 

観光振興事業                     196,999,754 円 

観光キャンペーン事業           151,165,955 円 

海外誘客促進事業                14,651,564 円 

収益事業              1,067,253 円 

管理費等               6,420,805 円 
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2021（Ｒ３） 

年度 
428,734,772 円 観光振興事業                     209,146,851 円 

観光キャンペーン事業           178,481,335 円 
海外誘客促進事業                22,742,081 円 
収益事業              3,350,449 円 
管理費等              15,014,056 円 

2022（Ｒ４） 

年度 
545,395,741 円 観光振興事業                     247,051,798 円 

観光キャンペーン事業           244,545,331 円 
海外誘客促進事業                31,915,933 円 
収益事業              1,407,339 円 
管理費等              20,475,340 円 

2023（Ｒ５） 

年度 
625,095,000 円 観光振興事業                     315,486,000 円 

観光キャンペーン事業           255,184,000 円 
海外誘客促進事業                30,720,000 円 
収益事業              1,194,000 円 
管理費等              22,511,000 円 

2024（Ｒ６） 

年度 
625,095,000 円 観光振興事業                     315,486,000 円 

観光キャンペーン事業           255,184,000 円 
海外誘客促進事業                30,720,000 円 
収益事業              1,194,000 円 
管理費等              22,511,000 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

625,095,000 円 観光振興事業                     315,486,000 円 
観光キャンペーン事業           255,184,000 円 
海外誘客促進事業                30,720,000 円 
収益事業              1,194,000 円 
管理費等              22,511,000 円 

 
（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

・多様な財源確保に向けて、県に対する財政支援を要望。 

・安定的な財源として、「ほっと石川観光プラン推進ファンド」（平成２８年９月創設。令和３年１０月に５年間の

延長。）及び「いしかわ文化観光推進ファンド」（令和５年４月創設）を当連盟に設置し、その運用益を最大限

活用。 

・自己財源（会費収入）の確保を図るため、マーケティングで得られた情報の会員への提供や着地型旅行商

品造成支援等、会員のメリットを強化し、新規会員の獲得に取り組む。 

・収益事業の多角化について、検討を進める。 

 

（参考）ほっと石川観光プラン推進ファンドスキーム 
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（参考）いしかわ文化観光推進ファンドスキーム 

 

 
 

 
 
 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 

 

石川県は、公益社団法人石川県観光連盟を石川県における地域連携ＤＭＯとして登録したいので、公益社

団法人石川県観光連盟とともに申請します。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

県内の地域 DMO は主に観光素材の発掘・磨き上げを担い、当連盟は大都市圏へのプロモーションやイ

ンバウンド誘客など、全県単位での実施が効果的な施策を担っている。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 木村 孔明 

担当部署名（役職） 事務局次長 

郵便番号 920-8580 

所在地 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 

電話番号（直通） 076(225)1619 

ＦＡＸ番号 076(225)1129 

Ｅ－ｍａｉｌ kimkomei@pref.ishikawa.lg.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 石川県 

担当者氏名 中江田 浩士 

担当部署名（役職） 石川県観光戦略推進部観光企画課企画推進ＧＬ 

郵便番号 920-8580 
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所在地 石川県金沢市鞍月１丁目１番地 

電話番号（直通） 076(225)1127 

ＦＡＸ番号 076(225)1129 

Ｅ－ｍａｉｌ nakaeda@pref.ishikawa.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
石川県全域

【設立時期】 平成元年６月１４日
【設立経緯】
区域に観光協会があるが、役割分担等をした上でＤＭＯ新設
【代表者】 庄田 正一
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 米谷 慎吾
【財務責任者（ＣＦＯ）】 木村 孔明
【職員数】 ５０人（うち出向等３７人）
【主な収入】

特定資産運用益 １６０百万円（令和４年度決算）

【総支出】
事業費５２５百万円、一般管理費２０百万円（令和４年度決算）

【連携する主な事業者】
県内の観光協会・物産協会、温泉旅館協同組合、金沢ホテル懇話会、

(一社)能登半島広域観光協会、全日本空輸（株）、日本航空（株）、西日
本旅客鉄道(株)、東日本旅客鉄道（株）、北陸鉄道（株） 等

2025
（R7）年

2024
（R6）年

2023
（R5）年

2022
（R4）年

2021
（R3）年

2020
（R2）年項目

3,9293,8293,7313,6363,5443,454
目標旅行

消費額
(億円)

( )( )( )( )( )( )

―――
1,5601,741

実績
(  )(  )( )

1,000987974962949937
目標延べ

宿泊者数
(万人)

( )( )( )( )(  )( )

―――
386456

実績
( )( )( )

85.085.085.085.085.085.0
目標来訪者

満足度
(％)

( )( )(  )( )( )( )

―――
91.190.186.6

実績
(  )( )( )

81.280.279.278.277.276.2
目標

リピーター率
(％)

( )(  )( )( )(  )( )

―――
74.769.8

実績
( )( )( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月３１日

【主なターゲット】
・三大都市圏（首都圏・関西圏・中京圏）
・東アジア、東南アジア、欧米豪

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・新たな魅力づくりと満足度向上による石川ファン

の拡大
・石川ファンの拡大を図るためのおもてなし向上
・石川ならではの魅力の発信
・観光振興を担う人材の育成 など

【観光地域づくりのコンセプト】
ほっと石川

【観光資源の磨き上げ】
・高付加価値な文化観光コンテンツ

造成の取組を支援
・いしかわ旅行商品プロモーション

会議を通じ、観光客の旅行ニーズ
に対応した体験観光プログラムや
周遊型旅行の開発・商品化

【受入環境整備】
・公衆無線ＬＡＮの整備やキャッシュ

レス決済の導入、飲食店における
多言語メニューの普及

【情報発信・プロモーション】
・人流やSNSなどのデータ分析によるデジタルマー

ケティングを活用し、ターゲットに応じた効果的な
メディア媒体による情報発信

・観光情報発信サイト「ほっと石川」を通した一元的
なプロモーションの実施

【その他】
・観光振興を担う人材の育成
・おもてなし講座の開催

（登録）【地域連携ＤＭＯ】公益社団法人 石川県観光連盟 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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